
授業科目名
　<英訳>

偏見・差別・人権
Prejudice,Discrimination, and Human
Rights

担当者氏名

教授 工学研究科 北野　正雄
教授 人間・環境学研究科 西山　良平
非常勤講師 畑中　敏之
非常勤講師 宇野　賀津子
教授 生命科学研究科 稲葉　カヨ
教授 人間・環境学研究科 林　達也
教授 人文科学研究所 水野　直樹
講師 医学研究科 岩江　荘介
教授 薬学研究科 高倉　喜信
准教授 法学研究科 和田　勝行
准教授 情報学研究科 馬　強
准教授 情報学研究科 辻本　諭
非常勤講師 豊福　誠二

 

群  現代社会適応科目群 系列  法・倫理コンプライアンス系科目 

旧群  A群 週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  全回生 

単位数  2単位 

開講期  後期 曜時限  月1 

授業形態  講義 

 

 [授業の概要・目的]
　人間社会における偏見と差別に関わる諸問題を人権の観点から学問的に解明し，教授することは，
大学として果たすべき重要な基本課題であるという認識のもと，本学学生に人権問題に関する概論
の講義を教授するとともに，教員自身が積極的に研究・学習する機会とするため，全学共通科目「
偏見・差別・人権」を開講し，学生・教員がともに人権問題について学び，考える場を提供する。

 [授業計画と内容]
次の5つのテーマを取り上げ，それぞれのテーマに関する講義2回とディスカッション1回の組み合
わせにより実施する。

i. 現代社会における人権の問題
○講義担当：国際高等教育院非常勤講師　豊福　誠二(10/7,10/15)
日本には人種差別はないというのが、日本政府の国連人種差別撤廃委員会におけるス
タンスである。果たして現状はそうなっているであろうか。本講座では、極右集団
（自称：行動する保守）等によるヘイト・スピーチの現状と、それをとりまく法的環
境、諸外国の法的規制について紹介し、人種差別・差別的表現について考える。
○ディスカッション担当：医学研究科講師　岩江荘介(10/21)

ii. 被差別部落に関する問題
○講義担当：人間・環境学研究科教授西山良平（10/28）
日本の古代・中世の身分差別や障がい・ケガレなどについて、文献や絵画資料を通して考える。
○講義担当：国際高等教育院非常勤講師畑中敏之（11/11）
近世及び近現代の事象を対象に歴史における身分・身分差別について考える。
○ディスカッション担当：教育学研究科　服部憲児(11/18)

iii.ジェンダーに関する問題
○講義担当：医学研究科 非常勤講師 宇野　賀津子 （11/27）
社会的な性差はつくられたものである。確かに、生物学的性は受精によって決定されるが、実際に
は単純ではなく、心の性差も社会的な問題となっている。性を男と女の単純な二分法で考えるので
なく、多様な性のあり方を認め、一人一人が心の内に持つ理想の女性像や男性像からの解放が重要
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であるとの視点から議論する。
○講義担当：生命科学研究科 教授 稲葉　カヨ(12/2)
我が国のジェンダーギャップバランスは2012年の時点で世界135ヶ国中101位と、男女共同参画の推
進が先進国の中では大きく遅れている。自然科学の研究者という立場を踏まえて現状を分析し、女
性が働く上で何が必要かを考えてみたい。 
○ディスカッション担当：薬学研究科 教授 高倉　喜信（12/9）

iv. 障がい者に関する問題
○講義担当：人間・環境学研究科 教授 林　達也(12/16,12/24)
○ディスカッション担当：法学研究科 助教 和田　勝行(1/6) 
 
v. 外国人に関する問題
○講義担当：人文科学研究所 教授 水野　直樹(1/15,1/20) 
○ディスカッション担当：情報学研究科 准教授 馬　強,情報学研究科 准教授 辻本　諭(1/27)

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・基準]
平常点及びグループ毎に提出を求めるレポートによる評価を基本とする。

 [教科書]
未定

 [参考書等]
  （参考書）
附属図書館、総合人間学部図書館、医学部図書館、農学部図書館に関連書籍有り。

  （関連ＵＲＬ）
 http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/human_rights

 [その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）]
履修定員は100名～150名とする。（超過する場合は，150名に制限する）


